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越後平野の「Om地帯」と浸水被害予測
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Distribution of the lowland below the mean sea level”zero meter area” 
制idprediction of the inundated damage in the Echigo Plain. 

by 

TAKAHAMA Nobuyuki and URABE Atsushi 

Abstract 

The Echigo Plain facing the Sea of Japan is formed the coastal plain with area of 2.070 km2. Many rivers such 

as Shinano River and Agano River flow into this coastal plain, and formed the wide lowland. In the Niigata City with 

the river mouth of the two rivers, the lowland below the mean sea level”zero meter area”is widely extends. In this 
area. the occurrence of the widely inundated damage is predicted that the levee breach by flooding or earthquake. 

tsunami and storm surge are happened. Recently. the formative history of the Echigo Plain is reexamined from the 

investigation of remains and borehole data. These results show the high possibility that the swamp or pond will be 

formed by the subsidence of the ground involved the inland earthquake. The subsidence by the inland earthquake 

has presented the new problem. which is not included for the estimation of the earthquake damage of the Niigata 

region. 

κeywa-ds : Echigo Plain. Lowland below the sea level, subsidence of ground, inland eal11lquake 
キーワード；越後平野， Om地帯，地盤の沈降，直下型地提

はじめに

越後平野では，信濃JII・阿賀野川の下流～河口部の新潟市

を中心に広く「Om地帯Jが分布する（図ー 1) .日本には，東
京，大坂，伊勢湾岸をはじめとする臨海地域に広い「Om.!&

帯Jが分布し，新潟もその一部である．ここでは日常は，提防

で河川と境され，人工排水によって生活域がつくられ，一般

に海よりも低い所で生活していることが意識される機会が少

ない．

しかし，なんらかの原因で堤防が決壊，あるいは排水機能

が停止すれば，広大な地域が浸水被害をうける.2005年8月

末にアメリカ・ニューオーリンズ市を襲ったハリケーン・カ

トリーナが，同市のrom地帯Jに深刻な被害をもたらしたこ
とは記憶に新しい．新潟をふくめ日本の「0m:ftl!{jijではカト

リーナ災害を「他人事Jとして見逃すことはできない．

1964年の新潟地震（震源：粟島付近， M7.5）の際に信濃川

河口部の堤防が決壊し，左岸の入船地区と右岸の山の下地l又

で浸水被害がでた．石ill!プラントの火災とあわせ「火攻め・

水攻め」の災害となった．この時の新－潟市の反水ifti積は約56

knH当時の新潟市のOm地帯の約7割に相当），浸水家屋は約

9,500戸（内床上浸水7,500戸），泣水期間は最大約 lヶnで
あった．

場新潟大学術吋地I或災；1；倒究センター

0 10km 

日本迩

図ー1 越後平野の地形概要

災;if; は， j也 Jf~ .地質（地盤）・気象など自然条件の地域性が

強く反映する現象である.i是々個々人が生活する場所の災害
の危険性を認識する－我々が生活している場所がどういう所

かを知る－ことは，防災・減災対策の第一歩として大切であ

る．
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図－2 新潟市域における Om地帯（新潟県資料より編集）

標高の区分は，平成9年新潟地減地主主沈下機構解明調査の平野地盤高図と平成4年新潟県作成の新潟平野ゼロメー トル地帯図から作成した．平成4年新
潟県作成の新潟平野ゼロメートルi也務図では．新潟港の平均海水面を．およそ保高70cmとしているため．図にl;j:保高70cm以下の1也！（£の分布を示している．
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近年，再検討が加えられつつある越後平野の形成史によれ

ば，新潟市の直下で地震が発生すれば，地盤が沈降し，「新し

い潟」ができる可能性が尚いことが明らかになってきた．こ

れは，新潟における従来の地震被害想定には盛込まれていな

かった新たな課題である．

本報告の目的は，越後平野のIomlt!dW Jについての実態と．
越後平野の「Om地’貯jが越後平野の成｜ま！と衛艇に！開迎したも

のであることを広く知って頂くことにある．

「Om地帯Jの分布と被害予測

「Om地帯j とは，平均海而（潮位）より 1i~ い地域を示す．伝－

濃川河口の新潟i巷のfド111）平均潮位：は，際ii司＋40cmHlf後u1::1111

の満潮時平均潮位は標高＋60cm前後，一｜二｜単位の集計での

満潮時潮位は最高て’標高＋70cm前後で、ある（200211：.新潟l明治

験潮場記録）．つまりこれは，日本列島の楳尚の）.~i\1~である東

京湾の平均潮位 Omより 40～ 70cmi＼~Jjい．したがって越後平野

では，標高40～70cmより低い地域が「Om:ftl!.’；m;Jで、ある．その

分布を図－ 2 （新潟県資料による）に示した．

この「Om地1irJでは，なんらかの原凶で~I坊が決地し，ま

た人工排水施設が機能しなくなれば，日本海と｜司じ向さで広

い湖あるいはIAJi寄が広がることになる．新潟市には際j¥':j-2 

mの地域もあり，そこでは3m近く水没することになる．

「Om:ftl!.帝jには，新潟市の主要部がふくまれ，ここには災

害H寺の危機管理対策の本部・基地となる役所，また住民の避

難所，さらに負傷者・病人が述びこまれる主要病院の多くが

位ii1している．これら「災害時の重要施設jは，緊急時にその

機能を保持するために，白家発電装置の浸水からの防護，ヘ

リポートの幣制II，ポートの準備，また代替施設の準備・・・な

ど，民水に対する備えに万全を却lす必要があると思う．

泌水地域の住民は，住宅が直接の地震被害を免れても，避

難を余儀なくされるであろう．浸水地域での 1次避難，さら

に非民水域への2次避難も諜題となるであろう．「Om:l1l1.帯J
への沿水は洪水による破堤，あるいは大津波による場合を別

とすれば， ~~~に水没することは免れる可能性が高いと思わ

れる．しかし，一旦海岡高度まで浸水した場合，排水作業に

は相当i説明1111が必要となるであろう．

越後平野の形成史ー「Om地帯j形成の地質学的背景一

越後平野は，約2,070k請の広さをもっ海岸平野で複数の砂

丘列を有し， NiJ聞を際（r':j200～lOOOm桂度の丘陵や山地に聞

まれている．平野古ISは，第三紀以降のJf~積物が厚く堆積した

耳Ii梢紘地であり，れ，.梢！？？もlii大岡原140m程度と厚く，沈降運

動が活発な地域である (l~J- 1 ) .この国内外でも有数の厚い

ill• 柿！日は I it企終氷mJ.tJ.、｜埠の海水準変動の影響を受けながらも，
沈降述却Jの影響をより強く受けて形成されたものであり，平

時の地形を形成する沖積府の浅層部にもさまざまな沈｜嘩運動

を示す現象が記録されている．

平野北部の紫雲寺潟の形成

IU紫雲寺潟（；店主性向ともよぷ．以下紫雲寺潟と記述）は，江
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図－4 旧昧方排水機場施工時の遺物発見層準と
ボーリンダ柱状図（1966年.1998年）の対比

A：排水機場施工断面．遺物は施工時の掘削基底部付近で発見された
（笹川清次氏談）， B :1998年7月調査時のボーリング柱状図ーc:1966年
排水機場施工のための調査ボーリング柱状図．

A：排水機場施工断面

・20

戸時代の亨保18年(1733年）に砂丘を切り割った落掘川放水路

の開削によって排水干拓された湘lである．干拓前の紫雲寺潟

は，湖面標高6m，水深3m，面積約2000haを有したといわ

れる.1998年に高速道路の建設にともなって，縄文時代晩期

の育問遺跡が紫雲寺潟のほほ中央部の湖底で発見された．

従来，地質学・考古学の分野では漠然とではあるが，紫雲

寺潟・福島潟・鋭潟をはじめ越後平野に数多く存在した（近

代～現代に排水干拓）多くの潟は，かつて広大な潟・湖で

あった越後平野が徐々に埋めたてられた過程で，最後まで

残った部分と考えられてきた．その一つ紫雲寺潟の湖底から

縄文時代晩期・約2500年前の遺跡が発見されたことは，大き

な驚きであった．

青田遺跡は，新潟県埋蔵文化財・調査事業団によって発掘調

査が進められ，大量の土器をはじめ，掘立柱住居跡， i奈製品，

大型の丸木船など，当時の生活のようすを復元するための貴

重な遺構と大量の遺物が調査された．特に，木製品の遺物の

保存が良好なことは，この遺跡が長い間湖水の底・地下水面

下に没しつづけたため朽ちずに残されたことによる．また．

約2500年前ごろに青田地点で縄文人が住居を建てて生活した

ことは，当時この地点が「陸jであったこと，さらに紫雲寺潟

はその後にできたことを意味する．

約2500年前に陸であった育問地点が，いつ，なぜ紫雲寺潟

の底に沈んだのか，という謎を解く鍵は背旧遺跡とその周辺

の地質に記録されている．青田遺跡の縄文時代の生活面の上

には約2mの紫雲寺潟の堆積物が重なっている．その最下部

（基底）には遺跡のほぼ全域を被覆する洪水性の薄く組い砂層

がみられ，この砂層から 9世紀（平安時代）の生活用具をふく

む多くの木製品が出土した．地層の観察から，この洪水性の

砂層の上には紫雲寺潟によ住積した細かい砂や泥の地層が堆積

しており，紫雲寺潟が9i世紀以降に，急激に形成されたこと

を示している．また，菅間遺跡を含む紫雲寺潟地域の検土杖

新砂丘皿

図－5

やボーリング調査による検討では，青田遺跡成立時に平野部

に流れ込んできた複数の小河JIIの分布と遺跡の西方に湿地・

水域が広がっている古地理が復元できたが（図－ 3のA），紫

雲寺潟の成立とともに遺跡の西方にあった水域が拡大して，

潟には周聞の河Jllから運搬された砂質な堆積物が堆積したこ

とが明らかとなった（｜重一3のB：高潰・卜部， 2002,2004) . 

この9世紀の紫雲寺潟の成因については，①青田遺跡では

縄文時代晩期前後にくりかえし断層活動にともなう地盤の変

形，液状化跡などの記録があること．②紫雲寺潟誕生直前・

9陛紀ごろの地震の記録である液状化が青田遺跡や周辺の遺

跡で多く確認できることから，紫雲寺潟の流出河川下流部が

何らかの原因によってせきとめられた結果ではなく，背凹遺

跡西方の砂正・平野境界部に平野間lの沈降をともなう断層活

動がおこり，相対的に青田遺跡を含む地域が急激に沈降した

ために，西方にあった水域が拡大して江戸時代に見られたよ

うな紫雲寺潟が形成されたものと考えている（高潰・卜部，

2002, 2004). 

味方排水機場遺跡の埋没

越後平野のほぼrj:1央部に位置する旧味方村・旧l味方排水機

場（中之口川左岸）では，昭和39～40年（1964～1965年）の建設

工事に際し，地下約20m付近から縄文土器が出土したことが

知られていた．味方村史の編纂にあたり，味方村教育委員会

では，これが本当に遺跡として認知しうるか否かを知るため

にポーリング調査を実施した．この調査の結果，建設工事時

に土器を発見した笹川l清次氏によって保管されていた土器の

鑑定とポーリング地質調査によって次の点が明らかになった

（高i賓ほか， 2000).

①この土器は縄文時代中期末～後期初のものである．②ポー

リングでは，地下19mの深度に古い地表を示す古土壌の存在

が確認でき，この深度は笹川氏の記憶による土器発見の深度

とほぼ一致した（悶－ 4 ）.③これは土探が水流によって摩耗

していない（土器が他所から流れてきたものでない）という点

とあわせて，縄文時代にこの深度に遺跡が存在したことを明

確にしめした．④1!1土壌層の直下から約4,700年前ごろに，福

島県只見町の沼沢火山のl噴火起源の火山灰層がみつかり，古

土壌の形成時期がこれより若いこと，土器の編年年代と矛盾

しないことが明らかになった．

以上の事実は，越後平野中央部のこの地点の約4,700年前

ごろの古地表而が約20m近く沈降したことを示している．一

般に，年代の古い地問が地下にあることは海水準が徐々に上

-14-
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（約4700年前）

内湾（砂質）
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・古墳時代前期の遺構．
．部分的に縄文時代の
遺物が混入する．
－遺跡地肉に広〈分布．
・南方（亀田砂丘側）で
深度が浅くなる．

図－7 新潟市東方の物見山・河渡地域の地下地質
柱状図は河渡本町の大形神社内で掘削したボーリングの概要．

年前，約4,000年前と約2,200年前の3回が記録されている．

これらの沈降最は，白根地域の堆積物の層厚から推定すると

lli!Iあたり 1～3m程度である．この現象を，水域の後退と

してみると西部原地域は現在でも標高の低い地形が広がって

いることから I 1 m1当たり 4～6km程度の水域の後退が推定

できる．つまり， i出荷服地域のirjr積層に記録された地層の記

録から，この地域では約1,500年～2,000年程度の再来間隔で

地震活動による数ml!1~度の広域的な沈｜咋が発生したものと考

えられる．この解析結果は， i羽詰！？原地域が活断屑による沈降

運動が活発な地域で，もし直下型地震が発生した場合には広

域にわたって，数m松J!tの沈｜時現象が起こることを示してい

る．

昇してくる過枝とあわせて考えると大きな意味をもたないが，

この遺跡の示す純文時代i:f1!UJは，海水準変動がピークに達し

た時期で，現在と同程度の海水準であったことが知られてい

る．このことから，味方排水機場遺跡で認定された古地表面

は，海水準が現在より低いときの地表面ではなく，現在とほ

ぼ同程度の海水準基準而で形成されたものであること示して

おり，ここでの埋没深度は，海面の変動ではなく沈降運動に

よる沈降最を示しているものとして，重要な発見である．

ユE翠主丘
町田郷・東国遺跡の標準層序図－6

東囲遺跡にみられる亀田郷の沈降

東岡遺跡は，也HI砂丘（新砂丘 I）の北西に位置する古墳時

代前期（4世紀）の遺跡で，竪穴住居跡も確認されている．発

掘は1999～2000年に新潟市教育委員会によって実施された．

ここでは，遺物包合同である黒褐色砂崩あるいは灰～背灰色

粘土問（層厚約O～15cm前後），この上位に水域で堆積した

赤褐色粘土・腐植--i－.柑（！付l以約60～80cm），さらに耕作土が

重なる（図－ 6 ）.したがってここでは，古墳時代の4世紀ご

ろに竪穴住居をつくって古明人が生活したあとに，地表面が

沈降したことが認定できる．

また，この遺跡では2つの時期の液状化が識別できた．第

l凶目は造物包含九時が液状化構造を被覆することから4世紀

前，第2四日は包合府上位の赤褐色粘土・腐植土層が流動変

-15一

バリアーの堆積システムの変化からみた沈降運動

v_lir1ri原地域は，越後平野の他の地域で現在の地表面に分布

する砂l王列が分布していない特徴がある．卜部ほか（2006）は，

この地域の埋没したバリアーの堆積システムについて，既存

ポーリング資料と主要な地点におけるオールコアボーリング

による堆積相の掠重株式の検討－から，西蒲原地域のバリアー

システムが埋没していることを明らかにした（図－ 5 ）.この

解析によると，全体としては，バリアーシステムが累重・前

進しながら．現在の海岸線である地域まで発達しているが，

単純にシステムが前進するのではなく，複数回の急激な沈降

によってシステムが後退しながら，全体として徐々に前進す

る過程を復元している．これによると，西蒲原地域は，完新

統の汎世界的な海水準の上昇である海進イベント（約7,200年

1ilJ）以降に，大きくは31日｜の相対的海進が記録されており，こ

の海進はいわゆる純文海進以降の小規模な海水準変動による

ものではなく，両首Ii原地域の沈降により堆積システム全体が

急速沈降して，相対的なj毎進が起こっていることを示してい

る．また，このような沈降は西蒲原地械の地震による沈降の

可．能性が高いことが＊されている．

卜部ほか（2006）によれば，西蒲j民地域の地層の変動から認

められる大規模な海進イベン卜は，純文i梓進以降の約5,400



正保4(1647) 

文政元（1818) 

図－8 西蒲原地域の古絵図（1647年と1818年）（橿根＇ 1985) 

1647年の絵図では田潟・大潟がみられないが.1818年の絵図では描かれ
ていることにi主目．

形することから4世紀後とみられる．したがって，この遺跡

では地震と沈降の甫．接的な関係はつかめていないが．古墳時

代以降の時代に古地表面が沈降して，水深lm以浅の水域が

生じたことは堆積物の累重から確認できている．この沈降現

象は，「茸：沼jと称された亀旧郷の南部にあたる東聞遺跡にお

いて葦沼の出現あるいは拡大が古墳時代以後の若い時代であ

る可能性を強く示唆している．

河渡地域の沈降

新潟市東方の物見山砂丘および河波地域において，複数の

オールコアポーリングによると沖積層浅層部の地層は，下位

より標高約一17m以深の砂F：な内湾堆積物，標高約一17～－

!Omに分布する沼沢火山を起源とする約4,700年前直後の火

砕流起源の 2次堆積物，標高約一lOm～ー 3mに分布する海

岸線付近の後浜・前浜堆積物，古地表面を介して標高約－ 3

～7mに分布する後浜堆積物と砂正砂から構成されている

（図－ 7 ）.このうち約4,700年前の沼沢火山起源の膨大な火

砕流堆積物は，河渡地域では浅海域にもたらされ， i黄海域を

最初に埋積し始めたデルタフロントと当時の地表面を形成し

ていたデルタプレーン堆積物に区分できる（図ー 7）.このデ

ルタプレーン堆積物の層準は標高約－lOm程度にあることか

ら，およそ4,700'.ff~聞でこの地域がlOm以上の沈降している

ことを示している．また，標高約一!Om～－ 3mの後浜・前

浜堆；積物の示す堆積環境は，当時の海岸付近を示しているこ

とから，継続して沈降しながら堆積したことを示している．

特に標高－ 3mには，古い地表面を示す褐色の砂層が挟在さ

れており，一端陸化した地表面が沈降したことを示している．

なお，河渡地区に隣接する松島地区などのボーリング結果で

は，約4,700年前の沼沢火山起源の堆積物が標高－11～16m

程度に存在しており，約4,700年間での沈降量は一様ではな

い．このような沈降現象は，物見山砂丘および河渡地域の

ボーリング試料で広く確認できることから，陵化と沈降の繰

り返しは，沖積層の形成を考える上で重要な要素で、あること

を示している．

田潟・大潟の発生と沈降

西蒲原地域の田潟・大潟は，新潟市内野の新川放水路の機

能の拡充によって，昭和25年（1950年）ごろほぽ全面的に排水

干拓された潟である．

権根（1985）は，越後平野の古絵図の変遷を検討して， 1647

年（正保4年）の絵図では田潟・大潟は描かれていなく， 1818

{f. （文政元年）からこれらの潟湖が表現されていることから

（図－ 8），この2つの潟湖が江戸時代に出現したことを報告

した．この要因について，権根(1985）は，宝暦元年(1751年）

のf高田地震」と宝暦12年（1762年）に新潟を襲った地震による

局所的沈降が2つの潟が出現した原因であろうと考えた．

平野の沈降を生じる現象は，直下型の地震によるものであ

ると考えられることから，権根（1985）が示した宝暦元年

(1751年）の高問地震（震源地が現在の上越市付近）によって西

蒲原地域が沈降したとは考えらないが，宝暦12年（1762年）に

新潟を襲った地震（震源地不明）によって西蒲原地域が沈降し

た可能性は残される．権根(1985）の指摘は，現地における地

質学的な具体的検証に欠けるが，先駆的で貴重なものである．

このような沈降を生じた地震の特定は今後の課題としても，

1647年から1818年の問の直下期の地震によって潟が形成され

た可能性が高いことは，西蒲原地域でも直下型の地震が発生

する可能性があること，最新の活動は1647年から1818年であ

る可能性があることと，直下型地震によって平野部が沈降し

て湛水する可能性があることを示している．

平野西方の鎧潟の形成

西蒲原地域の鎖潟は， 1996年（昭和41年）に全面排水干拓さ

れた潟湖である．旧鎧潟の北部での用水路工事に際して，大

島橋と苗引橋の橋脚基礎の掘削部から奈良・平安時代の遺物

が出土した．この時に現地で立ちあった旧巻町文化財委員の

山口栄一氏によれば，大島橋遺跡では地下約3.5mから 7世
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紀後半～ 8Ht紀後半とみられる須恋路・ J:RtliR~. Wi引橋遺跡

では土日lfi器・須恵器とともに・JiJ・がtB:f：したという．ここでは

今後遺物包含層とこれに重なるその上位の地層の確認が課題

であるが，いずれにしろここでも遺跡が湖底に水没したー鎧

潟の誕生あるいは拡大がこの遺跡成立以後を意味するー可能

性が高い．

福島潟・鳥屋野潟の表層堆積物

福島潟もごく若い時代に誕生あるいは拡大した可能性が大

きい．福島潟で実施された次のポーリング調資結果がそれを

示唆する．

①新潟大学災害研(1994）のポーリング（111 l'l.~栄市新鼻地内・

福島潟干拓地）

地表，深度O～2.0m：盛：l二，深度2.0～2.8m：軟弱なヘド

ロ4犬j尼，深度2.8～3.0m：ビート， j架皮3.0～8.4m：ビート，
砂・ ilU［ ~'i?. 以下略．ビートの14じ年代測定ftlt は，深度2.8 ～

3.0mで4820±120BP，深度3.0mで、5080土130BP，深度5.6m

で5740土llOBP，深度7.6mで6150土llOBPを示す（両部ほか，

1997). 

②農林水産省福島潟干拓建設1Jj.業所（1970）のボーリング資料

（旧段栄市新鼻地内・現偏向？F..Jrt.I岸：「新潟県平野i郊の地盤

図集J,1981，天王K-I,11) 

地表’深皮0～3.0m：シルト'I'f:

3.0～3.6m：シルト質車Ill砂，深度3.6～4.5m; k411砂．以｜ごIll持．

深度O～3.0mのシルト'fi・flllj：～：Wi:J.'flシルト！刊には， I未炭

化jの有機物が多く混入すると記載されている．一方，深度

3.6～4.Smのキ！日砂！~ には，「炭化j した有機物質を多＋，i：に混入

すると記載されている．

干拓地と現福島尚の境界青15で拍！られたこの2本のポーリン

グは，地表から深度・3mぐらいまでは未炭化の有機物を含む

ヘドロ状泥層で，その下位には炭化した有機物を含む， HC年

代で4820±120BP以前を示す砂府・砂泥.IL府が存在し，深度

3m付近を境界とした｜二下の地府のH寺間11¥Jl梢にかなりな

ギャップがあるとみるのが自然である．｜：位のii己府は（現）福

島潟の堆積物で，これは“ごくおいH寺代の1mt氏物三汁Ii{品潟の
誕生あるいは拡大が若い”の可能性が，flj¥,¥, 

鳥屋野潟もごく若いi時代に誕生あるいは拡大した可能性が

大きい．鳥屋野潟西岸部・上沼地区北方で， 19751r~ ・新潟市

下水道建設謀のポーリング調査（「新潟県平日！？部の地撤図集J,
1981に集録．）新潟市部K2-e2-54~58 （言1·5/f.:）で実施さ

れたポーリング調査結果が，それを示唆する．

K2・e2・54坑深度O～O.Sm：表土， j和史0.8～l.6m：腐植土，

深度4.6～20.4m:'11砂（深度8mH近からN値50以上）．

K2・e2・55坑深度O～0.8m：衣土，深度0.8～l.6m：シルト

質粘土，深度1.6～5. lm ：粘土まじり中砂，深度5.1～6.8m:

腐植二1：，深度6.8～20.4m:rj:i砂（深度 Sm付近からN値30～

40). 

K2・e2・56坑深度O～0.9m : 1<.::L:, i制定0.9～3.9m：砂まじ

り粘土，深度3.9～4.8m：腐植：l：，深度4.8～20.4m：中砂

（深度Sm付近からN値40～50以上）．

K2・e2・57坑深度O～0.8m：表土，深度0.8～2.0m：粘土ま

じり細砂，深度2.0～4.8m：粘土，深度4.8～20.4m：中砂

（深度8m付近からN値30～50).

K2・e2・58坑深度O～l.7m：表土，深度1.7～4.8m：粘土，

深度4.8～6.lm：腐植土，深度6.1～20.4m：中砂（深度 Sm

付近からN値40～50).

ここでは，地表から深度4.6～6.8mを境としてその上下の

地質状況に大きな差が認められる．上位は，粘土層，腐植物

同を主体とする現在の鳥屋野潟の堆積物で，ポーリング柱状

闘の記述では，これに含まれる有機物は「非分解腐植物jと記

載され，福島潟での「未炭化jの有機物と同質でごく若い時代

の堆積物と判断される．下位の中粒砂層は，新砂丘Hの石山

砂丘と女池砂丘の間で堆積した浅海性の砂層で，その堆積時

代は，縄文時代晩期頃と推測される．

以上のべたように，越後平野とくに信濃川・阿賀野川下流

～河口部は，確認された限りで約5000年前以降「現在」まで活

発な沈降を続けてきた．越後平野では，近世・江戸時代まで，

胎内川以南のすべての河川が合流し信濃川河口部で日本海に

流出していたという事実も，この「Om地帯」の活発な沈降の

反映とみることが自然であろう．また，紫雲寺潟，福島潟，烏

辰野潟，鎧潟をはじめ越後平野にかつて存在した，多くの潟

も，部分的な沈降によってごく若い時代（多くは歴史時代）に

誕生，あるいは拡大した可能性が高いことが明らかになって

きた．

「Om地帯jの形成は，昭和30年代の地盤沈下に加えて，以

上のような沈降巡動という地質学的な背景が大きな要因と

なっている．

「Om地帯」における直下型地震と浸水災害予測

上でのベた，越後平野における歴史時代の潟の形成ー沈｜年

（変動）ーは，地質学的時間尺度では，「昨日，一昨日」のできご

とで，今後も同様な地質現象がくり返すとみることがごく自

然な解釈である．その意味で災害問題と直結する．

ここで，新潟市・「Om地帯Jの直下での地震（マグニチュー

ド7クラス）が発生した場合を想定し，予測される浸水被害

について考察してみる．なぜなら，「Om地帝jの浸水被害の

r1~悪のシナリオJは直下型地震によると予測されることによ

る．

ちなみにすでにのべたように， 1964年の新潟地震の震源は

粟島付近で，新潟市は大きな被害をうけたが，震源地ではな

い．もし，この地震の震源が新潟市の直下であったら，被害・

の形態と大きさが相当異なったものであったであろう．なお，

新潟市の直下での直近の地震としては，田潟・大潟を誕生さ

せた江戸時代の地震(1647・正保4年～1818・文政元年の間）

が，その可能性が高い．しかし先にのべたように．その具体

的解明は今後の課題である．

以下に，今後予測される直下型地震による浸水被害予測を

筒条的にのべる．

1 ）平野部での部分的沈降

かつて越後平野に存在した潟の規模から推測すると，最大

数kmの範囲で2～3m沈降する可能性がある．「Om地帯Jの
一部が沈降すると，浸水深がさらに深くなる．従来，このよ
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うな被害は想定されていなかった．

2）信濃川・阿賀野川の堤防の決壊

既存の堤防は，直接の地震動による決壊の危険性に加え，

堤防の基礎地盤の液状化・側方流動による決壊，さらに堤防

自体が沈下する可能性もある．もし，河口・港湾音ISの堤防が

（大規模に）決壊すれば，「Om地帯jは日本海と直接つながる

ことになる．

3）既存排水施設の破壊

沈降部では既存の排水施設に高さにズレが生ずる可能性が

高い．この場合は排水施設の再建設から始めなければならな

し）. 

すなわち， fOm地帯jで直下地震が発生した場合， 1964年

の新潟地震で経験した被害に加えて，はるかに規模が大きい

浸水被害が予測され，その復旧にも相当な時｜目lを要すると予

測される．

以上は，越後平野と「Om地帯jの過去の歴史から予測した

「最悪のシナリオ想定jである．もちろん，その具体的な地点

と時期については不明である．残念ながら，地震の予知はま

だ極めて困難な段階である．しかし，その被害を軽減する方

策を探ることは可能である．すでにのべたように，従来この

ような被害は明確に想定されていなかった．もし直下地震が

発生し，惣定外の被害の「不意打ちをくらうj場合と，あらか

じめ現象・被害が想定されていた場合とでは，重要施設の

防・減災対策，危機管理の初期活動，住民の避難システムな

どに大きな遠いが生じ，それがその後の被害の程度にも大き

く影響するであろうことは容易に想像できる．

ここで重要な点は， 1000年単位の地質現象と個人の生活と

の一「地質学的時間Jと人の生活の時間とのータイムスケール
の「ギャップJがあまりにも大きいことも事実である．これに
くらべれば，戦争や環境破壊による危険性の方が私たちの生

活（感覚）時間尺度の問題である．このため，「過敏Jに解釈し
たり，パニックに陥ることは危険であるが，逆に意識的に軽

視したり，無視することには注意が必要と思われる．

文献

権根勇(1985）越後平野の1000年．新潟日報事業社， 223p.

建設省北陸地方建設局北陸技術事務所(1981）新潟県平野部の地盤

間集．北陸建設弘済会．

高i賓信行・荒木繁雄・大塚富男.JjlJ閏 強（1997).Ii.頭山麓の純文

時代～現在の土石流の変遷とその意義（予報）．有史前に発生した

大規模地すベt）と現在の地すべりとの関連の研究（代表・高i賓信

行．）文部省科研費一般研究（B）報告書.7-13. 

高波信行・ト部l手法；・寺崎裕助.(2000）縄文時代の味方村.I味方村

排水機場遺跡調査報告書：，味方村史（通史編入 38・55.

高i貰信行・卜部厚志・寺崎裕助・荒川｜盗史（2001）加治川村青田il'l:

跡からみた古代越後平野のいくつかの問題点．前近代の潟湖河川

交通と遺跡立地の地域史的研究（新潟大学小林昌二）科学研究費

補助金基盤研究（A)( 2）平成12年度経過報告書， 23-32.

高波信行・卜部厚志（2002）ボーリング調査からみた旧沼垂・ 111のド

地区の古環境．前近代の潟湖河川交通と遺跡立地の地域史的研究

（代表・新潟大学小林昌二）科学研究費補助金基盤研究（A)( 2) 

平成13年度研究経過報告書， 25-37.

高i貰信行・卜部厚志.(2002）湖底に沈んだ縄文遺跡ー青山遺跡の立

地環境－．背任｜遺跡シンポジウム資料集「Jll辺の縄文集落」16・23,

新潟県教育委員会・刷新潟県埋蔵文化財調荘事業団．

高j賓信行・卜部厚志（2004）背聞遺跡の立地環境と紫雲寺地域の沖

積低地の発達過程．新潟県埋蔵文化財調子E報告書第133集，日本

海沿岸東北自動車道関係発掘調査報告書；y「青悶遺跡；J,（関連諸

科学・写真図版編）. 1-18. 

ト音I~I亨志・高i貰信行（2001）蒲原群を中心とした越後平野砂丘列の

ポーリング調査の結果．前近代の潟訪日河川交通と遺跡立地の地域

史的研究（新潟大学小林昌二）科学研究費補助金基盤研究（A)

( 2）平成12年度経過報告書， 33-47.

卜部厚志・商i賓信行（2002）.越後平野・西荷原地域における縄文時

代中期の古地理の復元．前近代の潟湖河川交通と遺跡立地の地域

史的研究（代表・新潟大学小林昌二）科学研究費補助金基盤研究

(A) ( 2）平成13年度研究経過報告書， 39・53.

卜部厚志・吉出真見子・高i寅信行（2006）越後平野の沖積層における

バリアーーラグーンシステムの発達様式．地質学論集，印刷中．

-18一


